
2006年出上の木簡

つ
ば
き
い
ち
は
い

じ

福
岡
・椿
市
廃
寺

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
行
橋
市
大
字
福
丸
字
上
長
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
六
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
行
橋
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
川
秀
樹

・
幸
嶋
智
恵
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
～
余
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

椿
市
廃
寺
は
、
京
都
平
野
北
西
部
に
形
成
さ
れ
た
小
平
野
の
西
奥
部
に
所
在

す
る
古
代
寺
院
跡
で
あ
る
。
現
在
旧
伽
藍
の
中
心
部
に
真
言
宗
願
光
寺
が
建
ち
、

同
寺
境
内
と
そ
の
周
辺
に
古
代

寺
院
の
遺
構
が
残
る
。

一
九
七
七

・
七
八

・
七
九

・

九
二
年
の
四
次
に
わ
た
る
発
掘

調
査
が
行
な
わ
れ
、
金
堂
は
未

確
認
な
が
ら
講
堂
の
位
置
と
塔

橋
　
の
推
定
位
置
か
ら
、
主
要
建
物

行

が
南
北
に
並
ぶ
四
天
王
寺
式
伽

藍
配
置
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
と
し
て
は
、
東
西
二
六

。
一
ｍ
南
北

一
八
ｍ
の
乱
石
積

基
壇
を
伴
う
七
間
×
四
間
の
礎
石
建
物
の
講
堂
が
あ
る
。
ま
た
、
塔
心
礎
は
掘

り
出
さ
れ
て
移
動
し
て
お
り
、
現
在
の
碁
心
礎
よ
り
二
〇
ｍ
南
で
塔
の
存
在
を

推
定
さ
せ
る
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
通
常
碁
と
講
堂
の
間
に
配
置
さ
れ
る

金
堂
は
未
確
認
で
あ
る
。
講
堂
の
東
側
に
は
回
廊
と
推
定
さ
れ
る
柱
穴
列
が
あ

り
、
東
西
約
七
四
ｍ
南
北
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
範
囲
に
主
要
伽
藍
が
配
置
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寺
域
内
で
伽
藍
と

一
部
重
複
し
て
複
数
の
掘
立
柱

建
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
に
先
行
す
る
在
地
豪
族
の
居
宅
な
ど
の
存
在

も
推
定
さ
れ
る
。

遺
物
は
、
創
建
瓦
と
さ
れ
る
百
済
系
単
弁
入
弁
蓮
華
文
軒
九
瓦
と
重
駅
文
軒

平
瓦
を
含
め
、
軒
九
瓦
五
種
、
軒
平
瓦
二
種
が
出
土
し
た
。
こ
の
中
に
は
平
城

宮
跡
の
大
三
人
四
Ｆ
型
式
と
同
範
の
軒
九
瓦
が
あ
り
、
椿
市
廃
寺
の
壇
越
と
中

央
政
権
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
瓦
以
外
の
出
土
品
に
は
、
今
回
紹
介
す
る
木

簡
の
ほ
か
、
墨
書
土
器
、
塑
像
螺
髪
、
白
釉
緑
彩
陶
器
、
緑
釉
陶
器
な
ど
が
あ
る
。

椿
市
廃
寺
は
七
世
紀
末
な
い
し
人
世
紀
前
半
に
建
立
さ
れ
、
九
世
紀
ま
で
存

続
す
る
京
都
郡
内
唯

一
の
初
期
寺
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
立
者
は
郡
司
級
の

豪
族
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
天
平

一
二
年

（七
四
〇
）
の
藤
原

広
嗣
の
乱
に
際
し
、
兵
五
〇
〇
騎
を
率
い
て
官
軍
に
帰
順
し
た
京
都
郡
大
領
椿

田
勝
勢
麻
呂
の

一
、
二
代
前
の
人
物
が
建
立
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
「勝
」

と
い
う
渡
来
系
の
姓
は
多
様
な
朝
鮮
半
島
系
瓦
の
出
土
と
符
合
し
、
平
城
宮
の

瓦
の
拍
型
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
領
椿
田
氏
と
中
央
政
権
と
の
関
わ
り



に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

木
簡
は
、
講
堂
の
東
約
二
〇
ｍ
に
位
置
す
る
Ⅱ
区
の

一
ト
レ
ン
チ
か
ら

一
点

出
土
し
た
。
同
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
ク
ス
ノ
キ
材
を
到
り
貫
い
た
井
筒
を
用
い
た

井
戸
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
主
要
伽
監
の
後
背
地
に
あ
た
る
こ
の

一
帯
は
寺
院

が
建

っ
て
い
た
頃
よ
り
滞
水
状
況
が
認
め
ら
れ
、
堆
積
し
た
灰
色
の
粘
質
土
に

瓦
や
土
器
、
木
製
品
な
ど
の
遺
物
が
包
含
さ
れ
る
。
木
簡
も
こ
の
包
含
層
よ
り

出
土
し
、
所
属
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
、
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
の
所
産

と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔己
〔
力
〕

「今
日
物
□

「□
□
□

右
上
部
を
欠
損
し
、
下
部
は
片
側
を
突
起
状
に
削
り
出
す
。
木
簡
の
中
心
軸

よ
り
や
や
ず
れ
て
直
径
約
三
ｍｍ
の
孔
が
二
つ
、
六
伽
の
間
隔
で
穿
た
れ
る
。
下

端
の
整
形
と
穿
孔
は
二
次
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。
表
面
の

「物
」
の
下
の
一

字
は
、
召
色

の

「心
」
が
省
画
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
裏
面
に
も
三

字
ほ
ど
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
釈
読
で
き
な
い
。

墨
書
内
容
か
ら
物
忌
札
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
木
簡
が
寺
院
に
直
接

付
随
す
る
遺
物
で
あ
る
か
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。
九
州
に
お
け
る

物
忌
札
と
し
て
は
大
分
県
飯
塚
遺
跡
に
類
例
が
あ
る

（本
誌
第
二
二
号
）
が
、

椿
市
廃
寺
跡
の
物
忌
札
も
九
州
で
は
稀
少
な
事
例
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

木
簡
の
釈
読
及
び
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
山
本
崇
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
写
真
は
同
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

行
橋
市
教
育
委
員
会

『椿
市
廃
寺
Ⅱ
』
（行
橋
市
文
化
財
調
査
報
告
書
一
一四
、　
一

九
九
六
年
）

（小
川
秀
樹
）
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